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論文内容の要旨
地すべり防止枕とか横桟橋基礎杭などのように，すべり面を貫いて打設された列杭は，もちろん地
すベり防止効果を発揮するが， しかし，そのような列杭を含む斜面の安定解析法ならびに設計法は，
現在まだ確立きれではいない。そのため，本論文では，特に杭間隔を厳密に考慮しつつ，列杭を含む
斜面の安定解析を有機的かつ系統的に行い，列枕の斜面安定機構を明らかにするとともに，種々の場
合について，列杭を含む斜面全体に対する設計法を提案した。
第 1 章は，本研究の目的と側方土圧を受ける枕に関する既往の研究について述べ，本研究の意義を
明らかにしたものである。
第 2 章においては，上記既往の研究のうち，地すべり地盤が塑性変形して列杭に側方土圧を加える
とした，いわゆる伊藤・松井の理論式について検討を加え，この式が現実に最も忠実で、あることを理
論的に示した。
第 3 章は，砂及び粘土地盤を対象とし，杭径と杭間隔を種々変化させて行った模型実験について述
べたものである。その結果，列杭周辺地盤の変形挙動，ならびに杭に作用する側方土庄と地すべり地
盤の変形との関係が解明されるとともに，前記伊藤・松井の理論式の妥当性が検証された。
第 4 章においては，列杭を含む斜面全体の安定問題を取り上げ，地すベり地盤が列杭のすべり面上
に加える側方土圧と，列杭の変形を考慮して求めた列杭のすべり面下の抵抗土庄の両者を勘案して，
列杭を含む斜面全体の安定解析を有機的かつ系統的に行い，このような斜面に対する基本的な安定解
析法を提案した。
第 5 章は，通常の地すべりにわけるように，すべり面の位置が既知の場合に対して，上記の基本的
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な安定解析法を適用し，地すべり防止枕の設計法について種々検討を加え，その結果に基いて，汎用的
な地すべり防止杭の設計法，すなわち，多数列の列杭によって長大な地すべり地盤を安定させる場合
の設計法を提案したものである。
第 6 章は，横桟橋基礎杭を含む斜面のように，すべり面の位置が明確で、ない斜面に対して，上記の
基本的な安定解析法を適用し，横桟橋基礎枕の斜面安定効果を定量的に把握するとともに，そのよう
な基礎杭を含む斜面の新しい設計法を示したものである。
第 7 章においては 本論文の内容の要約と結論について述べられている。
論文の審査結果の要旨
本論文は，列杭を含みそれによって地すべりが防止される斜面に対して，その安定解析を有機的か
っ系統的に行い，列杭の斜面安定機構を解明するとともに，種々の場合について，列枕を含む斜面全
対に対する合理的な新設計法を確立したもので，その成果を要約すれば，次に列挙する通りである。
(1)地すべりが枕に加える側方土圧に関して，既往の研究に理論的な検討を加え，さらに詳細な模
型実験を行うことによって，最も妥当性のある側方士圧算定式を指摘するとともに，列杭周辺地
盤の変形挙動，ならびにそれと杭に作用する側方土圧との関係を明らかにした。
(2) 列杭と地盤との相互作用，換言すれば，列杭のすべり面上方に作用する側方土庄，すベり面下
方の抵抗土圧及び列杭の変形の 3 者を勘案し，かっ前記側方土圧算定式を用いて，杭の間隔を厳
密に考慮しつつ安定解析を行い，列杭を含む斜面全体に対する合理的な安定解析法を確立した。
(3) 通常の地すべりにおけるように，すべり面の位置が既知である場合に対して，上記安定解析法
を適用し，汎用性のある設計法，すなわち，多数列の列杭によって長大な地すべり地盤を安定さ
せる場合の新しい設計法を開発した。
(4) 横桟橋基礎枕などによる地すべり防止効果は，従来定性的には認められていたが， しかし，解
析が困難なため，現在までその効果を無視して設計がなされてきた。この基礎杭のように，すべ
り面の位置が明確で、ない斜面に打設された列杭についても，上記安定解析法を適用し，横桟橋基
礎枕を含む斜面全体に対する適確な新設計法を確立した。
上記の成果は，土質基礎工学ならびに防災工学の分野において，工学的に新知見を加えたもので，
学術上寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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